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中学校としての最後の体育大会。各団とも�
一生懸命がんばりました。�

最後の運動会に聖火がともされます。�

力をこめて！エイエイエイサー！� 堂々たる入場行進です。�

重くてもがまん�
しました！組体操。�
�

華麗なる創作ダンスです。�

　9月の12日（日）には西郷中、南郷中の体育大会が行われました。西郷中のスローガンは「全身全霊でいどめ！
心に残る体育大会」でした。まさに文字どおりの全身全霊での気迫あふれる競技、応援でした。�
　また、南郷中は中学校単独での実施は最後となる体育大会でした。生徒一人一人が準備から一生懸命
に取り組んで、本番でも気迫ある競技や応援を繰り広げました。優勝した団も、そうでなかった団も青春の
涙が頬をつたう、最後の大会にふさわしい感動あふれるものでした。�

　9月26日（日）は黒木小・黒木区大運動会が開催されました。毎年5月に開催されるこの運動会ですが、今年は口蹄疫のため延期され、
この9月の開催でした。少ない生徒数ですが、地区住民と一緒に盛り上げた、すばらしい運動会でした。�
　また、南郷区の神門小、鬼神野小、水清谷小、渡川小の4つの小学校にとっては、今年の運動会は最後の開催でした。それぞれの
小学校も地区住民と一体となった感動の運動会でした。�
�
�

　9月19日（日）に鬼神野小の運動会が開催されました。地区住民の方 だ々けでなく、帰省された方や鬼神野に縁のある方たちも参加
し、多くの方 の々思いがぎっしりと詰まった感動的なものになりました。�
�

　9月26日（日）には神門小、水清谷小の運動会が開催されました。神門小ではみかど幼稚園との合同の開催でした。それぞれの幼児、
児童、住民が、なにかしらの思い出を心に刻んだ運動会となりました。�
　水清谷小の大会スローガンは「水小の　思い出かさね　ラストラン！！」でした。地区住民や一般参加の徒走では、多く方々がラスト
ランを飾っていました。�
�
　10月3日（日）は渡川小の運動会でした。雨が降る悪いコンディションでし
たが、雨にも負けずの精神で、生徒と地区住民が一体となって最後の運動
会を盛り上げていました。　　　　�
　また、この広報誌が皆様のお手元に届いたころには実施済みかもしれま
せんが、10月17日（日）には田代小学校・幼稚園の運動会が開催予定です。�
　このようにの学校で、それぞれの子どもたち、先生方、地区の方々の熱い
思いを胸に、感動の秋の運動会が開催されました。当日までの準備や当日
の役員などにご尽力いただきましたＰＴＡのみなさま、地区住民のみなさま
のご協力に対し厚くお礼申しあげます。ありがとうございました。�
�
�
�

　9月19日（日）には北郷幼稚園・小学校・中学校の合同運動会が開催されました。中学生が幼稚園児、小学生を上手にリードし、それ
ぞれの園児、児童、生徒が役員や競技に真剣に取り組み、一体感あふれるすばらしい運動会でした。�
�

児童に負けるとも劣らない堂々の行進です�

ありがとうの感謝をこめて！集合写真�

ああ青春！仲睦まじいフォークダンス。� 女どうしの戦いです。激しい！！�

バランスばっちり！一輪車での大車輪大成功！！� 元気いっぱいの誓いの言葉でした。�

地区住民上げての運動会！！�
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　第４回美郷町民スポーツ祭が１０月１０日、南郷総合運動公園において開催されました。�
　本年度で４回目を迎えた町民スポーツ祭は、町民が一堂に会しスポーツを通じてお互いの融和と親睦を図りながら、
健康の増進と体力の維持に努め、心豊かな人づくりと明るい郷土づくりを目指し行なわれるものです。�
　各種目で熱戦が展開され、活躍する選手に盛んな拍手と声援が送られていました。また、各団の趣向を凝らした応援
や仮装などにより、会場全体が和やかな雰囲気の中で競技が進み盛会のうちに終了しました。�
　大会の開催にあたり、ご協力いただいた関係者の皆様本当にお疲れ様でした。�
�

　
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
キ
ャ
ン
プ
と
は
、
県
立
美

術
館
が
展
開
す
る
事
業
で
第
一
線
で
活
躍
す

る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
、
宮
崎
県
に
約
1
か
月
間

滞
在
し
、
公
開
制
作
や
学
校
訪
問
等
を
行
う

も
の
で
す
。
�

　
こ
の
事
業
の
一
環
と
し
て
、
１０
月
７
日（
木
）

に
現
代
美
術
家
の
大
巻
伸
嗣（
お
お
ま
き
し
ん

じ
） 
氏
が
田
代
小
学
校
に
訪
れ
ま
し
た
。
氏

は
普
段
見
慣
れ
た
空
間
を
非
日
常
的
な
世
界

に
変
貌
さ
せ
、
鑑
賞
者
の
感
性
を
揺
さ
ぶ
る
ダ

イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン（
現
代
美

術
に
お
け
る
表
現
手
法
・
ジ
ャ
ン
ル
の
一
つ
で
、

あ
る
特
定
の
室
内
や
屋
外
な
ど
に
オ
ブ
ジ
ェ
や

装
置
を
置
い
て
、
作
家
の
意
向
に
沿
っ
て
空
間

を
構
成
し
変
化
さ
せ
、
場
所
や
空
間
全
体
を

作
品
と
し
て
体
験
さ
せ
る
芸
術
）を
国
内
外
で

展
開
さ
れ
て
い
る
方
で
す
。
�

　
こ
の
日
、
ア
ー
ト
の
舞
台
と
な
っ
た
の
は
、

大
き
な
イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
中
央
に
立
つ
田
代
小

学
校
の
運
動
場
で
し
た
。
イ
チ
ョ
ウ
の
木
の
周

り
に
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
発
生
さ
せ
る
特
殊
な
装

置
を
50
基
配
置
し
、一
分
間
に
約
50
万
個
も

の
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛
ば
す
と
い
う
も
の
で
す
。
�

　
田
代
小
学
校
・
田
代
幼
稚
園
・
田
代
保
育

所
の
子
ど
も
た
ち
が
配
置
に
つ
き
、
装
置
が

動
き
出
す
と
、
見
た
こ
と
も
な
い
大
量
の
シ
ャ

ボ
ン
玉
が
飛
び
出
し
、
同
時
に
大
き
な
歓
声

が
上
が
り
ま
し
た
。
無
数
の
シ
ャ
ボ
ン
玉
が
太

陽
の
光
で
七
色
に
輝
き
幻
想
的
な
光
景
が
広

が
り
ま
し
た
。
�

　
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
の
手
で
触
れ
て
感

じ
る
こ
と
が
で
き
、
ア
ー
ト
を
身
近
に
感
じ
る

こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。
�

　９月３０日（木）に日向・東
臼杵地区中学校英語暗唱
弁論大会が日向市中央公
民館で行われ、町内の３
中学校から６名の中学生
が「暗唱の部」、「弁論の部」
に出場しました。各学校の
代表が集う大会らしく、大
変レベルの高い発表が続きました。その中でも、美郷町
から出場した６名の生徒は日頃の英語や英会話科の学
習の成果を十分に発揮し、素晴らしい発表を堂 と々行っ
ていました。最優秀賞に輝いた徳田蛍さん、松下沙希さ
んは、１０月１４日（木）に宮崎市で行われる県大会に出場
します。県大会でも持てる力を十分に発揮し、素晴らし
い発表をしてほしいものです。�
�
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電動車イス利用者の方に、運転する際に気を付けて頂きたいことについて、お知らせをいたします。�
�
・　電動車イスは、法律上『歩行者』として扱われておりますので、歩道や歩行者の通行に充�
　分間隔のとれる路側帯を運行するようにしましょう。�
�
・　車道と歩道の区別のない道路においては、道路の右側の端に寄って運行してください。�
　また、車道を横断する際は、車の運行に充分に気を付け、速やかに横断するように心がけましょう。�
�
・　電動車イス利用者、車の運転者、歩行者それぞれが交通マナーを守って、安全第一に譲り合いの気持ち
　を忘れないように日頃から心がけましょう。�
�
�

電動車イス利用上の注意事項です。�

　
西
郷
駐
在
所
連
絡
協
議
会（
会
長

佐
藤
井
野
吉
他
１６
名
）で
は
、
交
通

安
全
運
動
の
一
環
と
し
て
、
９
月
24

日
に
中
区
と
下
区
の
幹
線
道
路
の
カ

ー
ブ
ミ
ラ
ー
を
掃
除
し
ま
し
た
。
　

　
当
協
議
会
で
は
、
今
後
も
地
域
の

防
犯
や
交
通
安
全
運
動
に
取
り
組
み

ま
す
。
　�

　
北
郷
商
工
会

で
は
、
商
工
会
法

施
行
50
周
年
を

記
念
し
た「
ま
ち

お
こ
し
特
別
講

演
会
」を
10
月
４

日
に
北
郷
区
林

業
セ
ン
タ
ー
に

て
開
催
し
、
商
工

会
員
や
町
民
約

50
名
が
聴
講
し

ま
し
た
。�

　
講
師
の
鹿
児

島
県
串
良
町
柳
谷
公
民
館
長
・
豊
重
哲
郎
さ
ん
は
、

「
や
る
気
を
起
こ
せ
ば
、
奇
跡
は
必
ず
起
こ
る
」を
テ
ー

マ
に
、
美
郷
町
の
各
区
と
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い
規
模
の

集
落
で
の
、
独
自
の
商
品
開
発
や
環
境
整
備
な
ど
様
々

な
実
践
例
を
も
と
に
、
地
域
づ
く
り
の
コ
ツ
を
解
説
さ

れ
ま
し
た
。�

　
参
加
者
の
間
で
は「
過
疎
・
高
齢
化
だ
か
ら
、
町
の

財
政
が
厳
し
い
か
ら
と
い
っ
て
諦
め
て
は
い
け
な
い
」

「
住
民
自
ら
が
や
る
気
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
」と
気
運

が
高
ま
っ
て
い
ま
し
た
。�

�

・
自
治
会
活
動
の
理
念
は『
楽
し
さ
』『
感
動
』で
あ
る�

・
地
域
づ
く
り
の
土
台
は
人
づ
く
り
に
あ
る�

・
地
域
づ
く
り
は『
慌
て
る
な
』『
急
ぐ
な
』『
近
道
す
る 

　
な
』�

�

　
９
月
25
日
に
西
郷
区
子
ど
も
会
育

成
連
絡
協
議
会
が
口
蹄
疫
学
習
会

を
開
催
し
、
実
際
に
被
害
に
遭
わ
れ

た
都
農
町
の
和
牛
繁
殖
農
家
の
黒
木

成
徳（
な
る
の
り
）さ
ん
に
講
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
黒
木
さ
ん
は

時
折
涙
に
言
葉
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら

実
体
験
を
語
っ
て
い
た
だ
き
、
報
道

等
で
は
伝
わ
ら
な
い
現
場
の
悲
惨
さ

を
親
子
で
共
感
す
る
こ
と
が
出
来
た

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
�

　
ま
た
、
同
日
の
夜
に
地
元
の
バ
ン

ド「
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
」が
口
蹄
疫
被
害

支
援
の
チ
ャ
リ
テ
ィ
ラ
イ
ブ
を
行
な

い
ま
し
た
。
後
半
は
、
黒
木
成
徳
さ

ん
が
所
属
す
る
川
南
町
の
バ
ン
ド「
音

友
会
」も
加
わ
り
口
蹄
疫
の
被
害
の

実
態
を
唄
の
合
間
に
語
っ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
参
加
者
全
員
で
失
っ
た

命
に
つ
い
て
考
え
、
ま
た
音
楽
に
よ

り
元
気
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
�

　
昼
間
の
学
習
会
と
夜
の
ラ
イ
ブ
で

義
援
金
を
募
っ
た
と
こ
ろ
総
額
３
万

５
０
２
６
円
が
集
ま
り
、
学
習
会
の

分
を
県
共
同
募
金
会
に
ラ
イ
ブ
の
分

を
町
に
寄
附
し
ま
し
た
。
た
く
さ
ん

の
募
金
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
�

�

義援金がランディングから町長へ� ライブの様子�講師の黒木成徳さん�

　
９
月
21
日
、
秋
の
全
国
交
通
安
全
運
動
の
初

日
に
、
国
道
３
２
７
号（
西
郷
発
電
所
付
近
）に

お
き
ま
し
て
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン（
交
通
指
導

所
）を
設
置
し
、
交
通
安
全
の
啓
発
を
行
い
ま

し
た
。
今
回
は
、
商
工
会
と
森
林
組
合
の
青
年

部（
１０
名
）に
も
協
力
い
た
だ
き
、
交
通
指
導

員
と
と
も
に
、
安
全
運
転
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。�

美
し
い
素
肌
に
な
る
ナ
チ
ュ
ラ
ル
ソ

ー
プ
が
簡
単
に
。
世
界
に
ひ
と
つ
し

か
な
い
、
自
分
だ
け
の
石
け
ん
を
つ

く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？�

米
国
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
、
デ
イ

ヴ
ィ
ッ
ド
・
ウ
ィ
ー
ズ
ナ
ー
の
摩
訶

不
思
議
な『
３
匹
の
こ
ぶ
た
』物
語
で

す
。�

　西郷図書館では、国民読書年・秋の読書週間にちなみ、下
記の日程で図書館ロビーにて、寄贈いただいた本・本館にて
不要になった本を町民の方々にリサイクル本としてお譲りいた
します。�
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　今年度の第5回美郷町総合町民祭は、口蹄疫により影響を受けた畜産農家、イベ
ント等の中止で打撃を受けた観光・商工業の復興支援と活性化を目的とし、次の3つ
を軸に「がんばろや!美郷」として開催します。�

第5回美郷町総合町民祭�
�

第5回美郷町総合町民祭�
�

第5回美郷町総合町民祭�
�

３
つ
の
が
ん
ば
ろ
や
！�

※ この講演会は、同日同会場で開催される平成２２年度東臼杵郡ＰＴＡ研究大会に先立って開催します。講演会に
　つきましては、どなたでも聴講できます。一般の方々におかれましては、御遠慮なくお越し下さいますようお願い
　いたします。　�

【お問合せ先】美郷町役場　総務課　美郷町西郷区田代１番地　1６６ - ３６０１�
�



�

　夫、パートナーからの暴力やストーカーなどの事案は、依然として数多く発生していることから、これらの女性を
めぐる様々な人権問題の解決を図るための取組を強化するため、全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間を
実施します。�
　宮崎地方法務局及び宮崎県人権擁護委員連合会では、女性の人権問題専用の相談電話「女性の人権ホットラ
イン」を設置して、通常、平日の午前８時３０分から午後５時１５分まで相談に応じています。�
　強化週間中は、平日の時間を延長し、土・日曜日にも相談に応じますので、お気軽にご相談下さい。�
�

〜
相
続
又
は
贈
与
等
に
係
る
生
命（
損
害
）

保
険
契
約
等
に
基
づ
く
年
金
の
税
務
上

の
取
扱
の
変
更
に
つ
い
て
〜�

�

　
相
続
、
贈
与
等
に
よ
り
取
得
し
た
生
命
保
険
契

約
や
損
害
保
険
契
約
等
に
係
る
年
金
の
所
得
税
の

取
扱
い
を
改
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
　�

　
こ
の
取
扱
の
変
更
に
よ
り
、
所
得
税
の
還
付
を
受

け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ【W

W
W
.n
ta.g
o
.jp

】を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
延
岡
税
務
署
に
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。�

�【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

延
岡
税
務
署�

　
　
　
　
　
1
０
９
８
２ - 

３２ - 

３
３
０
１�

自
動
音
声
に
従
っ
て「
２
」を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。�

��������

　
美
郷
町
の
出
身
の
方
や
美
郷
町
を
愛
し
、
応
援

し
て
下
さ
る
個
人
・
団
体
の
方
々
、
ま
た
本
町
の
活

性
化
や
ま
ち
づ
く
り
を
応
援
し
て
い
た
だ
け
る
方

か
ら
寄
附
金
を
募
集
し
て
い
ま
す
。�

　
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
附
金
は
、
美
郷
町
が
取

り
組
む
次
の
６
つ
の
施
策
の
財
源
と
し
て
充
て
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。�

�

①
伝
統
文
化
を
活
か
し
た
魅
力
溢
れ
る
ふ
る
さ
と

　
づ
く
り
事
業�

　②
観
光
資
源
を
活
か
し
た
賑
わ
い
の
ま
ち
づ
く
り

　
事
業�

③
ふ
る
さ
と
の
自
然
を
活
か
し
た
農
林
水
産
業
振

　
興
事
業�

　④
赤
ち
ゃ
ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
安
心
し
て
暮
ら

　
せ
る
医
療
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
事
業�

⑤
未
来
を
担
う
子
供
応
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業�

⑥
町
長
お
ま
か
せ
事
業�

�

※
寄
附
金
に
つ
い
て
は
、�

①
五
千
円
か
ら
の
受
付
と
な
り
ま
す
。�

②
五
千
円
を
超
え
る
寄
附
を
市
町
村
や
都
道
府
県

に
行
っ
た
場
合
は
、所
得
税
と
住
民
税
控
除
が
受
け

ら
れ
ま
す
。�

�

　
詳
し
く
は
、
美
郷
町
ホ
ー
ム
ぺ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、
役
場
財
務
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。�

　
町
民
の
皆
様
の
ご
親
戚
・
お
知
り
合
い
に「
ふ
る
さ

と
応
援
寄
附
金
」ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。�

�

※【
お
問
い
合
わ
せ
先
】�

美
郷
町
役
場
財
務
課
1
６６ - 

３
６
０
２�

���

　ＮＴＴ西日本では、環境保護の立場から、古い電話帳の回収を推進しています。新しい電話帳をお届けした際(12月
中配達)、古い電話帳を配達員にお渡し下さい。もし渡せなかった場合でも、後日回収いたしますのでご連絡下さい。
紙資源のリサイクルにご協力をお願いいたします。�

　●お問い合わせ　タウンページセンタ　（フリーダイヤル ０１２０－５０６－３０９）�

�
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（はじめに）�
１　野鳥を勝手に捕まえたり、飼うことは法律（鳥獣の保護及び狩猟の適正化に関する法律）により禁止されており、
　許可を受けずに捕獲することはできません。�

２　愛がん用として登録を行い、飼養できる野鳥はメジロのみです。その他の野鳥は、愛がん用として、捕獲も飼
　養することもできません。�

（捕獲について）�
３　メジロを捕獲するには町の許可が必要です。許可を受けるには、次の事項に該当しなければなりません。�
　(１)　申請する本人も含めて、同一世帯内に現に飼養している人がいないこと。（愛がん用として捕獲や飼養でき
　　る羽数は、一世帯につき１羽のみです。）�
　(２)　過去５年以内に愛がん飼養の目的で捕獲許可を受けたり、捕獲を依頼したことがないこと。�

４　許可できる期間は、７月１５日から２月末日までの１ヶ月以内です。（３月１日から７月１４日までは繁殖期のため、許
　可することができません）�
　　なお、かすみ網を使用して捕獲することは禁止されています。�

（飼養登録について）�
５　許可を受けて捕獲したメジロを飼養する場合は、捕獲許可を受け、捕獲してから３０日以内に飼養登録をしな
　ければなりません。�

６　すでに飼養登録されているメジロを他の方から譲り受けて飼養する場合は、飼養登録票とともに譲り受けた日
　から３０日以内に鳥獣譲受（引渡）届けを提出する必要があります。�

７　飼養登録の有効期間は、登録の日から１年間です。引き続き飼養するためには、１年ごとに登録の更新を行う
　必要があります。�

８　飼養登録期間中に死亡、放鳥等で飼養を取りやめたときは、取りやめた日から３０日以内に飼養登録票を返納
　しなければなりません。�

（罰則について）�
９　許可を受けずに捕獲や飼養をした場合は、罰則規定があります。�
　(１)　捕獲した場合…１００万円以下の罰金又は１年以下の懲役�
　(２)　飼養した場合…　５０万円以下の罰金又は６ヶ月以下の懲役�
　　に処されることがあります。�
�
　（お問い合わせ：林業振興課【166 - 3611】まで）�
�

自　衛　隊　員　募　集�

平成２２年９月６日（月）�
～９月９日（木）�
�
�
�
�
�
平成２２年９月６日（月）�
～１０月１日（金）�
�
�
�
�
�
平成２２年９月６日（月）�
～１０月１日（金）�
�
�
�
�
平成２２年９月６日（月）�
～１０月１日（金）�
�

試　　験
　平成２２年�

　　　　　９月２５日（土）・２６日（日）�

合格発表 　平成２２年１１月２日（火）�

一　　次　平成２２年�
　　　　　１１月６日（土）・７日（日）�

二　　次　平成２２年�
　　　　　１２月１４日（火）～１８日（土）�

合格発表 　平成２３年２月１０日（木）�

一　　次 　平成２２年�
　　　　　１０月３０日（土）・３１日（日）�

二　　次 　平成２２年�
　　　　　１２月８日（水）～１０日（金）�

最終合格 　平成２３年�
　　　　　２月１０日（木）�

一　　次 　平成２２年１０月２３日（土）�

二　　次 　平成２２年�
　　　　　１１月２０日（土）・２１日（日）�

最終合格　平成２３年１月７日（金）�

参考（平成２１年度）��
・人文・社会科学専攻��
　約３０名（うち女子約５名）��
・理工学専攻��
　約１００名（うち女子約５名）�

高卒（見込含）��
２１歳未満��
・高等学校長の推薦��
　等が別途必要です�

高卒（見込含）��
　２１歳未満�

高卒（見込含）��
　２１歳未満�

高卒（見込含）��
　２４歳未満��
�

参考（平成２１年度）��
・人文・社会科学専攻��
　約６５名（うち女子約５名）��
・理工学専攻��
　約２８５名（うち女子約２５名）�

参考（平成２１年度）��
　約８５名�

参考（平成２１年度）��
　・陸上　約７０名�

平成２３年�
４月上旬�

平成２３年�
４月上旬�

平成２３年�
３月下旬�
～４月上旬�

防衛大学校学生�
推薦（男女）�

防衛大学校学生�
一般（男女）�

防衛医科大学校�
学生（男女）�

看護学生�
（男女）�

募　集　種　目� 募集人員（全国）� 受　付　期　間�資　　格� 試験期日及び合格発表� 入（校）隊�

　シベリヤ戦後強制抑留者に対する特別給付金の請求受付が、平成２２年１０月２５日（月）から始まりました。対象者は、
戦後強制抑留者で、平成２２年６月１６日に日本国籍を有するご存命の方です。請求受付期間は、平成２２年１０月２５日
から平成２４年３月３１日までです。当基金から請求書類をお送りします。まだ、お手元に届いていない方は、当基金に
お電話下さい。�

次のとおり自衛官を募集します。詳しくは自衛隊日向地域事務所（1５２ - ６９１４）までお問い合わせ下さい。�



平成22年11月（14）�平成22年11月（15）�

　美郷町では、今年度のインフルエンザ予防接種（町内医療機関）については、各医療機関で直接行っています。
　また、ワクチンは、季節性（２種）と新型とが混合されたものとなります。��
　町内の各医療機関（病院・診療所）の受付窓口に直接来られて接種ができます。なお、年齢や世帯の状況により
まして接種料金が変わりますので、広報みさと１０月号の健康福祉課からのお知らせを事前にご確認ください。
【注意】→電話での予約受付はしておりません。�

　１１月は乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）対策強化月間です。�
日本では、生まれた赤ちゃんの２０００人に１人が、乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）で亡くなっています。�
１２月以降の冬期に乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）が発生する傾向が高いので、発生の予防に努めましょう。�
　�
☆乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）は、それまで元気だった赤ちゃんが、何の前触れもなく突然に死んでしまう病気です。�
　そのほとんどが赤ちゃんが眠っているときに起こり、誰も気づかないほど静かに起こってしまうのが特徴です。�

☆残念ながら、まだ詳しいことはわかっていませんが、赤ちゃんの睡眠中に生理的に起こる無呼吸から回復できなく
　なることが原因ではないかと考えられています。�
　なお、乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）はうつったり、遺伝する病気ではありません。�

☆現段階では、完全な予防法は見つかっていません。�
　  しかし、次のような育児環境に注意することによって、�
　  乳幼児突然死症候群（ＳＩＤＳ）の発症を減らせることがわかってきています。�
�

　美郷町では、往診用ポータブルユニットを購入し、各区の歯科診療
所に貸し出すことになりました。これにより寝たきり高齢者の方の口腔
内洗浄や治療など、歯科往診が可能になります。�
　歯の治療が必要だけど、寝たきり等で通院が出来ない方など、歯
科診療の往診を希望される方は、各区の歯科診療所までご相談くだ
さい。�
�

地 域 医 療 �

　
平
成
二
十
二
年
度
の
全
国
国
民
健
康
保

険
診
療
施
設
協
議
会
の
主
催
に
よ
る
第
五
十

回
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
が
十
月
八
日
、

九
日
の
二
日
間
国
立
京
都
国
際
会
館
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
西
郷
病
院
の
金
丸

総
院
長
が
会
長
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
こ
の
表
彰
は
、
金
丸
総
院
長
が
国
保
直
診

に
永
年（
二
十
年
）勤
務
し
、
地
域
の
保
健
福

祉
事
業
に
積
極
的
に
携
わ
り
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
に
功
績
が
あ
り
、
全
国
の

国
診
協
役
職
を
長
年
務
め（
現
在
、
常
務
理

事
）、
特
に
地
域
医
療
の
推
進
に
貢
献
さ
れ
た

事
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。
�

　
ま
た
、こ
の
全
国
国
保
地
域
医
療
学
会
で

は
、
国
保
直
診
開
設
者（
自
治
体
首
長
）の
サ

ミ
ッ
ト
も
開
催
さ
れ
、
全
国
代
表
の
四
名
の

発
言
者
の
一
人
と
し
て
金
丸
総
院
長
が「
国

保
直
診
が
輝
く
た
め
に
〜
目
指
す
も
の
、
期

待
さ
れ
る
こ
と
〜
」と
題
し
て
発
言
さ
れ
ま

し
た
。
�

　
旧
西
郷
村
国
保
病
院
に
入
職
さ
れ
て
か
ら

健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
や
在
宅
介
護
支
援
セ

ン
タ
ー
の
立
ち
上
げ
を
行
っ
た
こ
と
。
地
域

唯
一
の
医
療
機
関
、
か
か
り
つ
け
医
と
し
て
の

住
民
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
て
、
病
院
に
人
工
血

液
透
析
や
屋
上
ヘ
リ
ポ
ー
ト
を
設
置
し
医
師

四
人
体
制
を
と
る
な
ど
機
能
を
充
実
し
、「
地

域
医
療
連
携
」を
図
っ
て
き
た
こ
と
。こ
れ
ら

の
こ
と
は
、医
師
と
患
者
と
の
信
頼（
一
体
化
）、

即
ち
住
民
と
医
療
機
関
と
の„
絆
“を
大
切

に
医
療
の
原
点
を
維
持
し
続
け
て
来
た
こ
と

な
ど
を
発
言
さ
れ
ま
し
た
。
�

　
更
に
、
近
年
の
医
師
不
足
・
医
療
崩
壊
の

危
機
の
中
で
医
療
再
生
に
向
け
て
、
改
め
て

健
康
づ
く
り
と
各
種
健
診
な
ど
保
健
活
動

の
重
要
性
と
総
合
医
の
育
成
、
医
師
の
適
正

配
置
を
訴
え
ま
し
た
。
�

　
こ
れ
か
ら
国
保
直
診
が
輝
く
た
め
の
最
大

の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
地
域
住
民
と
行
政
、
議

会
、マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
絆
を
大
切
に
大
応
援

団
と
な
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
。
そ
う
な
る
こ
と

で
、地
域
包
括
医
療
・
ケ
ア
の
充
実
を
目
指
し
、

総
合
医（
家
庭
医
）の
育
成
と
地
域
医
療
の

魅
力
を
発
信
す
る
こ
と
が
、
医
師
確
保
に
つ

な
が
る
こ
と
を
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
市
町
村

長
や
国
保
直
診
施
設
の
医
師
な
ど
医
療
関

係
者
に
強
調
し
ま
し
た
。
�

（
地
域
包
括
医
療
局
）��

�

金丸総院長�
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�
　今年もインフルエンザや風邪が流行る季節になりました。�
　昨年度の新型インフルエンザの流行も皆さんの記憶に新しいと思います。�
　インフルエンザの予防で大切なのは、日頃から十分な体力を維持しておくことです。体力が十分にあると体の
抵抗力も高まり、感染予防や感染後の緩和につながります。普段から規則正しい生活を心がけましょう。�
　また、空気の乾燥はウィルスの侵入に好都合となります。加湿器などを使用し、適切な湿度を保つようにしま
しょう。�
�

　NPO認知症予防サポートセンターの紫安智穂先生を講師に迎え、「今日から始める、脳にいい、体にいい生活」
というテーマで講演会を、９月２９日に西郷ニューホープセンターで開催しました。約80名ほどの方が参加され、先
生の話に自分の体験を重ねながら熱心に聴いていました。�
　また、午後からは「ファイブ・コグテスト」という認知機能を評価するためのテストも実施され、やや難しい問題な
どに頭を抱えながらも、皆さん真剣に取り組みました。�

 《認知症予防のコツ（講演会のまとめ）》�
　◎新しいことにチャレンジする。　（物事を記憶したり、計画したり、手順を考えたり）�

　◎楽しいこと、興味のあることにチャレンジする。　（面白いもの、楽しいもの、役にたつもの）�

　◎みんなと一緒にチャレンジする。　（仲間がいると長続き）�
�
　認知症は生活習慣、運動習慣により発症を遅らせたり、抑えることができる可能性があります。皆さんも活き活
きした生活を送れるようにいろいろなことにチャレンジしてみてください。�
�
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